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拙
作
の
題
材
の
和
歌
で
あ
る
が
、
伝
藤
原
行
成
筆
『
歌
仙
歌
合
』（
藤
原
公

任
撰
『
三
十
人
撰
』）
所
収
の
藤
原
興
風
詠
三
首
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
歌
仙

歌
合
』
は
、「
高
野
切
第
一
種
」
系
統
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
数
年
、
古
い
歌
仙
絵
に
そ
の
歌
仙
の
詠
歌
を
書
き
組
み
合
わ
せ
て
、
一

つ
の
作
品
と
な
る
よ
う
な
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
。『
大
東
書
道
研
究
』
で

は
、
第
二
十
号
（
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
、
平
成
二
十
五
年
三
月
）
に
お

い
て
、「
坂
上
是
則
の
歌
三
首
」
を
発
表
し
、
同
第
二
十
二
号
（
同
、
平
成
二

十
七
年
三
月
）
に
お
い
て
、「
斎
宮
女
御
の
歌
二
首　

─
斎
宮
女
御
の
古
画
に

そ
え
て
─
」
を
発
表
し
た
。
引
き
続
き
、
同
第
二
十
三
号
（
同
、
平
成
二
十
八

年
三
月
）
に
お
い
て
、「
小
野
小
町
の
歌
二
首　

─
小
野
小
町
の
古
画
に
そ
え

て
─
」
を
発
表
し
た
。

　

近
時
、
江
戸
時
代
に
書
き
描
か
れ
た
歌
仙
絵
粉
本
を
一
括
で
落
手
し
た
。
粉

本
は
、
基
に
な
る
絵
が
あ
り
、
着
物
の
文
様
や
色
相
な
ど
を
書
き
込
ん
で
お
く
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
着
色
し
た
も
の
も
あ
る
。
今
般
の
古
画
も
そ
の
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
古
人
の
書
跡
「
十
四
番　

藤
原
興
風
」
も
、
そ
の

ま
ま
残
し
て
お
い
た
。

　

料
紙
は
、
こ
の
粉
本
か
ら
剥
い
だ
裏
打
ち
紙
を
直
接
使
用
し
た
。
こ
れ
に
は
、

粉
本
本
紙
に
発
生
し
た
シ
ミ
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
が
、
か
え
っ
て
こ
れ
を

良
し
と
し
、
表
裏
や
天
地
を
返
す
な
ど
し
、
シ
ミ
の
配
置
が
単
純
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
た
。
あ
た
か
も
、
強
い
ド
ー
サ
を
引
い
た
加
工
紙
の
よ
う
な
の
で
、

墨
は
多
め
に
乗
せ
た
。
潤
渇
・
太
細
の
変
化
を
つ
け
、
奥
行
き
が
出
る
よ
う
に

し
、
さ
ら
に
、
散
ら
し
書
き
に
よ
っ
て
、
余
白
の
美
を
探
求
し
た
の
は
常
套
手

段
。
今
回
用
の
書
き
下
ろ
し
作
品
で
あ
る
。
筆
は
、
イ
タ
チ
毛
の
柳
葉
筆
（
神

技
堂
製
「
つ
き
し
ぐ
れ
」）
で
、
墨
は
、「
太
極
玄
真
」（
油
煙
古
墨
）
を
用
い

た
。
落
款
印
は
、
用
い
ず
、
古
歌
を
書
く
と
き
の
故
実
に
従
っ
た
。
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【
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文
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）
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